
産業振興 就業構造

第１次産業
3,141人

分類不能　97人

第２次産業
2,201人

第３次産業
8,434人

就業構造
計13,873人
平成22年国勢調査
平成22年10月１日現在

米
生産量（t） 生産額（百万円） 飼育頭数（頭） 生産額（百万円） 生産量（t） 生産額（百万円）

（単位：戸）

（単位：トン）

3,264 710 12,457 3,230 192 380

肉用牛 葉たばこ

水産業 主要魚種別漁獲量

商工業 焼酎出荷量

農業 農家戸数と主要農畜産物生産量

販　売　農　家
●農家戸数

専　　業 第１種兼業 第２種兼業

518 240 1,052
918 2,728

自給的農家 総　数

（単位：kℓ）

（平成23年 農林水産業統計年報）

（平成22年 農林業センサス）
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その他貝・水産動物
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　商業は、個々の商店が、消費者にとっ
て魅力のある店として活性化を図ると
ともに、商店街内の空き店舗等を活用
し、活気ある商店街を作るため、買物
客が積極的に利用できるさまざまなス
ペースの提供などを図っていきます。

　観光は、通年型観光機能の充実、体
験型観光の促進のほか、教育旅行や外
国人観光客の誘致を図っていきます。
　さらに、農業・水産業など異業種と
の連携を推進し、「壱岐はひとつ」の
心で観光産業の活性化を図り、観光振
興によるまちづくりを推進していきま
す。

　水産業は、好漁場に恵まれ、平成
20 年末の登録動力漁船は 2,057 隻で、
イカ・ブリ・マダイ・マグロなどを主
要漁獲としています。また、岩礁地帯
が多いことから、アワビ・ウニなどの
磯根資源も豊富です。
　今後は、漁業の安定生産のため、栽
培漁業・資源管理型漁業の推進により、
資源の積極的な増大と適正な管理に努
めるとともに、漁港・漁場の総合的な
整備や沿岸環境保全の取り組みなどに
よる安定した生産体制を構築していき
ます。

　壱岐市の主な作物は、水稲・葉たば
こ・肉用牛の基幹作物を中心に、メロ
ン・いちご・アスパラガスなどの施設
園芸や野菜・花きなどを取り入れた複
合経営が主体となっています。
　今後、省力的な農業経営を推進し、
生産組合など多様な担い手を確保・育
成するとともに、水源涵養（かんよう）
や自然環境の保全など、公益的役割を
担っている農地の有効活用を図ってい
きます。

農　業
� Agriculture

水産業
� Fishery industry

商工業
� Commerce and industry

観光業
� Sightseeing industry
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【産業振興】
産業振興で活力あふれるまちづくり
　産業の活性化は就業機会の創出や所得の向上をもたらし、活力を生
む重要な柱となります。離島のハンディキャップはあるものの、福岡
都市圏に近い立地特性を生かし、壱岐ブランドの確立や交流人口の増
加に努め、産業振興による地域活性化をめざします。


